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2003年より「指定管理者制度」が始まり、早18年。

公園の管理運営にも民間のチカラが加わり、

公園の利活用の多様化するニーズに応えられるようになりました。

加えて近年では、

「P-PFI」や「都市公園リノベーション協定制度」等、

新たな制度も作られました。

移り行く公園の様々な環境や、

それに対応する業界の動きを知ってもらうと共に、

“身近な公園の利活用”について考えるきっかけとなる、

そんなフォーラムです。
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パネルディスカッション 質疑応答

基調講演

＆

「スター公園だけじゃない！
すべての公園を掬い上げる公園管理プロモーション」

町田誠氏

出口志穂氏

道又喜一氏

日比真一氏

～開会～

～閉会～

プログラム

公園な 考える身近 を
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基調講演者

1982年建設省。
国土交通省、国土庁等勤務の他、2000年国際園芸・造園博覧会ジャパン
フローラ2000、2005年日本国際博覧会（愛知万博）、2012年全国都
市緑化フェアTOKYO GREEN2012等の大型イベントにおいて、会場整
備、コンテンツのプロモート等に携わる。
さいたま市技監、東京都建設局公園緑地部長、国土交通省都市局公園緑
地・景観課緑地環境室長、公園緑地・景観課長などを歴任。2018年国土
交通省退職。2021年一般財団法人公園財団常務理事。

町田 誠
(一財)公園財団 常務理事

横浜市立大学大学院 客員教授

国土交通省PPPサポーター

SOWING WORKS 代表

Machida Makoto

本イベントは開催後も視聴可能です。申し込みをいただきますと、事後同URLにて、
録画を視聴することができるようになります。

＊造園CPD単位取得希望者は、お手元にCPD-IDをご用意ください。

＊フォーム：https://req.qubo.jp/iwama-z/form/2021onlineforum

＊お問合せ：kouen.chubu.jimukyoku@iwama-z.co.jp

下記のリンクまたは右QRコードより、参加申し込みフォームでの事前参加登録をお願いします。
フォーラム開催前に、申込者の方々へアクセスURLを送信いたします。

【主催】(一社)公園管理運営士会 中部支部 【共催】名古屋市、岩間造園株式会社

パネリスト

1976年京都府生まれ。京都で育ち、大学卒業後、みずほ銀行、
京都大学(産学官連携)で勤務。結婚・出産を経て、夫の仕事のため
2005年に名古屋に転居。名古屋工業大学(産学官連携)、料理講師、
会計コンサル会社勤務、育児支援団体などを経て、夫の2度の海外
赴任に伴いフランスで生活。2015年、国際交流×食×こどもを
テーマに「ノートルモンド名古屋」を設立し、なごや環境大学共
育講座を担って6年目。2016年より防災士として防災啓発活動・
講師。市の元地域活性化支援員、地域まちづくりアドバイザー。
現在10歳と17歳の男子2人の子育てに奮闘中。

出口 志穂
ノートルモンド名古屋代表

ShihoDeguchi

一般社団法人地域問題研究所事業部
(イベント・セミナー担当)

コーディネーター

１９５７年岐阜県生まれ。
１９８０年千葉大学園芸学部
環境緑地学科卒業。同年４月
名古屋市役所に入庁し、２０
１８年３月緑政土木局緑地部
長を最後に退職となる。
在職中は一貫して公園緑地行
政に携わり、公園緑地の計画、
設計、施工管理から管理運営
に係る様々な施策・事業を展
開。2018年4月より現職。
国や自治体の審議会・委員会
等の委員多数。

今西 良共
岐阜県立国際園芸アカデミー学長

Imanishi Yoshitomo

(一社)公園管理運営士会 副会長
（中部支部支部長）

申し込み方法

1961年、岐阜県に生まれる。岐阜大学 農学部 林学課

を卒業後、1985年に昭和造園土木株式会社へ入社。国

営木曽三川造園工事(1987年)、ハリヨ公園整備工事

(1993年)、木曽三川公園センター北ゾーン造成工事

(2004年)等、数多くの造園工事を担当。工事課・設計

課・営業課を経て、2017年に常務取締役に就任。

2021年4月より、代表取締役に就任。現在に至る。

日比 真一
ShinichiHibi

昭和造園土木株式会社
代表取締役

名古屋本社のビルメンテナンス会社㈱ソシオの常務執行

役員を経て、現在は主に社労法人にて勤務。

私たちの身近にある公園は、子供だけでなく、お年寄り

やハンデのある人にとっても大切な「場」となるべきだ

と考え、同様の考えを具現化している葛飾区・豊島区の

取り組みを視察。その後名古屋再開発推進フォーラムに

て委員会を立ち上げ、活動を始める。

道又 喜一
KichiMichimata

名古屋再開発推進フォーラム
「身近な公園の活性化」委員会

社会保険労務士法人あつた労務
グループ統括責任者


